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福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積 90.83㎢ ■人口 1,838 人（10 月 1 日現在） 山ブドウ手提げカゴ
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『新・現代日本のデザイン 100 選』に選ばれた、桐の米びつ。
写真左が 10㎏用、右側が 5㎏用
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7 県立宮下病院から／保健・子育て・健
康づくり予定／地域ふれあいサロン予
定／町の人口と世帯

9 軽自動車の税率引き上げ

10 シリーズ国民健康保険３回

民話 第 44 話　だんごどの12

16桐の里町民運動会
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賞 作　　品 作　　者 市町村
福島県会津地方振興局長賞 ひ ろ ろ 手 提 げ 大　島　やを子 会津若松市
会 津 若 松 市 長 賞 ヒロロ・アカソショルダーバッグ 二　宮　てい子 会津若松市
喜 多 方 市 長 賞 根 曲 り 竹 大 ザ ル 武　藤　叡太郎 喜 多 方 市
北 塩 原 村 長 賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ か ご 二　瓶　　　譲 三 島 町
磐 梯 町 長 賞 根 曲 り 竹 荒 目 腰 か ご 須　藤　文　男 喜 多 方 市
猪 苗 代 町 長 賞 対　象　者　な　し
会 津 坂 下 町 長 賞 お さ か な バ ッ グ 宇　内　　　敬 会津坂下町
柳 津 町 長 賞 マ タ タ ビ 手 提 げ か ご 齋　藤　七　恵 柳 津 町
三 島 町 長 賞 マ タ タ ビ 四 つ 目 ざ る 若　林　清　一 三 島 町
金 山 町 長 賞 マ タ タ ビ 揚 ざ る 角　田　恵　治 金 山 町
昭 和 村 長 賞 山ブドウ小松編み手提げバッグ 五十嵐　道　夫 昭 和 村
会 津 美 里 町 長 賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ か ご 野　中　　　勇 会津美里町
南 会 津 町 長 賞 ヒロロ・モワダ手提げバッグ 角　田　直　枝 三 島 町
下 郷 町 長 賞 ヒロロ・モワダ・アカソ手提げバッグ 板　橋　サガミ 三 島 町
只 見 町 長 賞 クルミ花結び手提げかご 刈　屋　洋　子 只 見 町
西 会 津 町 長 賞 ヒロロ・アカソ手提げバッグ 二　瓶　アキノ 三 島 町
湯 川 村 長 賞 ほ う き 片　桐　利　永 湯 川 村
檜 枝 岐 村 長 賞 対　象　者　な　し
福 島 民 報 社 賞 山 ブ ド ウ 手 提 げ か ご 小　堀　千加子 三 島 町
福 島 民 友 新 聞 社 賞 マ タ タ ビ 米 研 ぎ ざ る 佐　藤　光　一 金 山 町

奥会津三島編組品振興協議会長賞
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1_ 最高賞を受賞した大島やを子さんの「ひろろ
手提げ」   2_ 開場と同時に買い物客で込み合った
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奥会津 5 町村で活躍する協力隊が日頃の成果を発表した

　奥会津五町村地域おこし協力隊活動報告会は、10月9日

町民センターで行われ、奥会津五町村に在籍する地域おこ

し協力隊が日頃の活動報告を行いました。奥会津五町村に

は、三島町1人、金山町3人、只見町1人のほか、奥会津

全体を担当する1人の計6人の地域おこし協力隊が、地域

の活性化のために日々奮闘しています。

外からの視点で地域のために
奥会津五町村地域おこし協力隊活動報告会

日頃の練習の成果を発揮した三島中の生徒

　三島中男子バレーボール部は10月11日・12日、三島中体
育館で開催された第36回福島県中学生バレーボール選手権
大会会津地区予選に出場し、7チームでリーグ戦を繰り広げ、
4位入賞をはたしました。
　女子バレーボール部の試合は会津美里町の高田中体育館で
行われ、三島中は若松四中と対戦しました。初戦を突破する
ことは出来ませんでしたが、最後まで懸命にプレーしました。

会津大会 4位入賞で県大会へ
三島中男子バレーボール部

夕暮れ時と夜間の交通事故防止
秋の交通安全運動

　秋の全国交通安全運動に合わせ、街頭キャンペーンが9月
24日、川井地区の国道252号沿いで行われました。町交通
対策協議会、交通安全協会三島分会、町交通安全母の会、会
津坂下警察署などが参加し、通行するドライバーに交通安全
を呼び掛ける記念品を配りました。夕暮れ時と夜間に歩行す
る際は反射材などを着用しましょう。また、自転車乗用中は
前照灯の点灯を徹底し事故防止に努めましょう。 国道 252 号沿いで行われた交通安全街頭キャンペーン

快晴の中を歩き、すがすがしい表情を見せる参加者の皆さん

秋晴れの美里を歩く
会津美里ふれあいウォークに町民18人が参加

　会津美里ふれあいウォーク2014は9月28日に行われ、町
民18人が参加しました。秋晴れの下、他の参加者とふれあい、
景色を眺めながら3㎞コースを歩き、ウォーキングの楽しさを
体感してきました。今年度から町公民館では、ウォーキング教
室を3回開催し、ウォーキング指導員の角田陽市さんが講師
を務め、受講者を指導してきました。公民館では次年度も引き
続きウォーキング教室を行う予定です。
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身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

み し ま の 出 来 事
TownNews8

講師から料理のポイントを聞く参加者の皆さん

　男の料理教室は10月15日、町民センターで開催されま
した。家庭料理研究家で食育インストラクターの山口良一
氏が講師を務め、「ステーキ、ガーリックライス、サラダとスー
プ」の作り方を学び、調理後は全員で試食しました。
　参加者からは、「インスタントに頼らずこれからはなるべ
く自分で作りたい」といった感想が聞かれました。

楽しくおいしく料理を習う
第２回男の料理教室を開催

間方地区の方々の案内でトレッキングコースを歩く参加者

秋の間方を満喫
今年度4回目の田舎暮らし体験ツアー

　町観光協会主催の田舎暮らし体験ツアーは10月18日・19
日に行われ、県内外から10人が参加しました。間方地区の方々
が参加者を受け入れ、初日は志津倉山のトレッキングコース
を散策した後、地区の方との交流会が開かれました。二日目
は大辺峠から美女峠を歩き、昼食は手回し器具を使ったそば
打ちを体験しました。参加者からは「三島町が大好きで何度
来ても飽きないです」などの声が寄せられました。

通常点検を行う長谷川誠統監と来賓の方々

　町消防団秋季検閲式は10月19日、町民グラウンドで行わ
れました。通常点検、小隊訓練などを行ったほか、25年、20年、
15年の永年勤続者が表彰され、7月に開催された消防操法大
会両沼地方予選会に出場した西方班も表彰されました。　
　また、長野県御嶽山の噴火被害や、広島県で発生した土砂
災害など、いつ襲ってくるか分からない災害への備えを再認
識するとともに、絶対に火災を起こさないことを誓いました。

災害に対する備えを再確認
町消防団秋季検閲式

二瓶町長から優勝カップを受け取る五十嵐勝男さん

過去最多の参加者がゴルフで交流
第15回町民親善ゴルフ大会

　町商工会青年部主催の第15回町民親善ゴルフ大会は10月
13日、磐梯町のメローウッドゴルフクラブで開催されました。
町民や町内勤務者の皆さん39人が参加し、ゴルフを楽しみな
がら親睦を深めました。五十嵐勝男さん（宮下）が優勝。2位
は板橋敬さん、3位は五十嵐喜良さんでした。
　また、ゴルフ大会はチャリティーコンペとして行われ、クリス
マスのサンタクロースのプレゼントに使われます。
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町民記者通信

　10 月 8 日、川井友愛サロンでは新潟を訪ねる旅を楽しみ
ました。弥彦神社と寺泊を巡る絶好のコースでしたが、参
加者が少なかったので西方下のサロンなごみに合流しての
実施となりました。荘厳な弥彦神社に参拝したあと、寺泊
の海鮮市場でおいしい食事を戴き、新鮮な魚を土産に買い
求めるなど楽しい一日でした。
　バスの中では西方の佐藤幸志さんが作詞した三島夫婦小
唄を合唱するなど、サロンなごみの皆さんと楽しい交流が
出来てとても有意義でした。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）弥彦神社と寺泊の旅　川井友愛サロン

　町民記者通信は、交流センター山びこのホー
ムページ「ゆるいばた」にも掲載しています
のでご覧ください。http://www.yuruibata.jp/

　10 月 15 日から 3 日間、銀山街道を活用して地域を元気に
する会主催の、江戸時代に巡見使も訪れた銀山街道を歩く

「古道ロングトレイル」が行われ、大勢の参加者が往時に想
いをはせながら歴史の道を元気にたどりました。16 日は三島
町地内の小野川原から間方の美女峠越えまでのコースで、大
谷―小野川原間の石神峠を歩くことになりました。特に石神
峠の一里塚は往時のままそっくり現存しており、歴史的価値
も高く参加者の関心を集め、写真撮影をしたり、紅葉はじめ
の景観に見とれながらの歴史談義に花が咲きました。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）大谷の石神峠を歩く

　10 月 8 日、宮下地区の「みやした蕎麦と豆腐
の会」（代表・佐久間宗一さん）では、8 月にま
いたソバの刈り取り作業を行いました。
　この日は宮下・荒屋敷地区の「そばの花でいっ
ぱいの景観づくり」応援団約 20 人が地区内にあ
る 3 ヶ所の畑で、そば刈りに汗を流しました。刈
り取ったそばは 10 月 13 日に脱穀を行いました。

文・写真　町民記者 小島　純さん（宮下）そば刈りに汗を流す
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浅岐あったかサロン

11 月 13 日㊍　10：00～ 浅岐集会所

サロンないり

11 月 19 日㊌　10：00～ 名入集会所

　住民検診のシーズンも終わり、結果によっては精

密検査を受けられている方もいるかと思います。皆

さんの健康意識の向上により、大腸がん検診の受診

率や大腸内視鏡検査の検査数が増加しております。

今年度は、特に8，9月の大腸内視鏡検査数が増加

したため、当院では4月から半年で既に100件を

上回るペースで検査を行っています。それに伴いま

して、大腸ポリープや早期がんも発見され、可能な

ものに関しては内視鏡での切除で対応しています。

しかしながら、検査数増加の影響や、準備の都合に

より、初回の内視鏡検査時にポリープを切除できな

い患者様には大変ご迷惑をおかけしております。内

視鏡的大腸ポリープ切除と申しましても、やはり手

術ですので、万全の態勢で行いたいと考えています。

やむを得ず緊急で行う場合もありますが、基本的に

は大腸を観察後、日を改めて入院をしていただいた

上で、ポリープや早期がんの切除を行って参りたい

と考えています。

　皆様にはご理解とご協力のほどよろしくお願い申

し上げます。

県立宮下病院から

診療日記

４カ月児健診
 11 月 11 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

 12 月 9 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

足腰げんき教室
▶室内運動編
 12 月 17 日㊌ 13：30 ～ 町民センター 

心の健康相談（※事前申し込み必要）
 11 月 28 日㊎ 13：30 ～ 福寿草

　【申込先】町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 26 年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン

愛澤　正人 医師

～大腸がん検診～

内科

心配ごと相談
11月 13日㊍　9：30～　福寿草

㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
10 月 1日現在

人口 1,838 -4 出生 0
男 889 -4 死亡 4
女 949 0 転入 5

世帯 824 +2 転出 5
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学　歴 初任給 経　験　年　数
2 年 10 年 15 年 20 年

大学卒 17 万 5,100 円 18 万 7,200 円 24 万 3,200 円 28 万 9,400 円 32 万 4,400 円
高校卒 14 万 2,500 円 15 万 1,000 円 20 万 4,200 円 24 万 3,200 円 28 万 1,900 円

◆初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額（一般行政職）

㊟経験年数とは卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の年数をいいます。

職員数（A） 給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
1 人当たりの

給与費（B ／ A）
41 1 億 4,287 万円 7,920 万円 4,967 万円 2 億 7,174 万円 662 万 7,804 円

◆職員給与費の状況（平成 26 年度普通会計予算）

㊟給与費は当初予算に計上した額です。（教育長を含む）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 38.4 歳 27 万 9,651 円 30 万 3,500 円

◆職員の平均年齢、平均給料・給与の月額

㊟給与＝給料＋諸手当

区　分 役　職 月　額 期　末　手　当
6 月期 12 月期 計

給　料 町　長 48 万 5,800 円

1.4 月分 1.5 月分 2.9 月分
教育長 47 万 4,300 円

報　酬
議　長 22 万 5,000 円
副議長 18 万 4,000 円
議　員 16 万 6,000 円

◆特別職の報酬等

㊟給料は、町長は 30％減額、教育長は 10％減額しています。

6 月期 12 月期 計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分

◆職員手当の状況

㊟ 1 人当たりの支給月額は、支給総額をそれぞれの支給要件に該当する職員数で割った額です。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

退職手当

勤続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤続 35 年 43.7 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分

その他の手当 扶養手当 住居手当 通勤手当 時間外手当 寒冷地手当
支給総額 607 万 5,500 円 182 万 7,600 円 188 万 9,600 円 730 万 7,872 円 251 万 8,880 円

1 人当たりの
支給月額

1 万 8,751 円 1 万 5,230 円 6,056 円 1 万 8,454 円 1 万 2,287 円

町
職
員
の
給
与
と

定
員
管
理
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

部　　門 職員数 前年度からの増減

一 般 行 政 部 門

議 会 1 ± 0
総 務 11 ± 0
税 務 2 ± 0
民 生 7 ＋ 1
衛 生 2 ± 0
農 林 水 産 3 ± 0
商 工 3 － 1
土 木 3 ± 0
小 計 32 ± 0

特 別 行 政 部 門 教 育 8 ＋ 1

公 営 企 業 等
会 計 部 門

水 道 1 ± 0
国 保 1 ± 0
そ の 他 1 ± 0
小 計 3 ± 0

合　　計 43 ＋ 1

◆部門別職員数の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）

㊟職員数は一般職に属する人数であり、町長、教育長、臨時または非常
勤職員は除いています。

当町の定員管理の取り組み
　当町では行財政改革の中で、あらゆる事務事業の
見直し、組織再編などを行ってきた結果、定員管理計
画による職員削減目標を達成しました。
　今後も定員管理計画に基づき、適正な定員管理を
行っていきます。

歳出額（A） 実質収支 人件費（B）
人件費率

（B ／ A）
20 億 3,795 万円 1 億 5,663 万円 3 億 6,973 万円 18.1％

◆人件費の状況（平成 25 年度普通会計決算）

㊟人件費には非常勤の特別職に支給する給料や報酬も含みます。

住民基本台帳人口（平成 26 年 4 月 1 日現在）1,850 人

　

町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く

人
事
院
勧
告
を
基
本
に
、
県
や
他
の
公
共
団
体
と
の

均
衡
な
ど
を
考
慮
し
、条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
地
方
公
務
員
給
与
実

態
調
査
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
を
基

に
、
町
職
員
の
給
与
と
定
員
管
理
の
状
況
を
公
表
し

ま
す
。
問
役
場
総
務
課
☎
（
48
）
５
５
１
１
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車種区分
税率（年税額）

平成 26 年度まで 平成 27年度から

原動機付自転車 50cc 以下 1,000 円 2,000 円

バイク

オートバイ

50cc 超～ 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

125cc 超～ 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

250cc 超 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車

農耕作業用
（トラクター、耕運機等）

1,600 円 2,400 円

その他
（ペイローダー、フォークリフト等）

4,700 円 5,900 円

＜原動機付自転車、バイク等、小型特殊自動車＞

軽
自
動
車
税
の

税

率

が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　平成 26 年度の税制改正に伴い、平成 27 年度から軽自動車税の税率が変更になります。

また、地球環境を保護する観点から、新規登録から 13 年を経過した三輪以上の軽自動

車に対して、平成 28 年度から重課税を行います。

平成 27年度課税より、以下の車種について新税率が適用されます

車種区分

税率（年税額）
平成 27 年 3 月 31 日

までに最初の新規検

査をした車両

（ア）

平 成 27 年 4 月 1 日

以後に最初の新規検

査をした車両

（イ）

最初の新規検査から 13

年を経過した車両

（ウ）

軽乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

軽トラック

貨物用

自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

＜四輪の軽自動車＞

平成 27年度課税より、最初の新規検査（新車）の年月に基づき新税率が適用されます。

（ア）平成 27 年 3 月 31 日までに最初の新規検査（新車）を受けた車両は、現行税率から変更ありません。

　ただし、平成 28 年度課税から（ウ）に該当する場合があります。

（イ）平成 27 年 4 月 1 日以後に最初の新規検査（新車）をした車両は、平成 27 年度課税から新税率が適用さ

　れます。

※ 27 年度から適用される車両⇒平成 27 年 4 月 1 日に最初の新規検査（新車）をした車両。

※ 28 年度以降に適用される車両⇒平成 27 年 4 月 2 日以降に最初の新規検査（新車）をした車両。

（ウ）最初の新規検査（新車）から 13 年を経過した軽自動車について、平成 28 年度課税から、新税率に対し

概ね 20％加算された額が適用されます。ただし、以下の車両は対象から除きます。

・電気自動車　　・天然ガス自動車　　・メタノール自動車　　・混合メタノール自動車

・ガソリンを内燃機関の燃料として用いる電力併用自動車　　・被けん引車

問役場 町民課　☎（48）5555
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◆お問い合わせ◆

役場 町民課 ☎（48）5555

高
額
療
養
費
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

シ
リ
ー
ズ
国
民
健
康
保
険
第
３
回

　
「
高
額
療
養
費
制
度
」
と
は
、

病
気
な
ど
で
医
療
機
関
に
か
か

り
１
ヶ
月
（
月
の
始
ま
り
か
ら

終
わ
り
ま
で
）
の
医
療
費
が
自

己
負
担
限
度
額
（
表
１
）
を
超

え
た
と
き
に
、
超
え
た
分
の
金

額
を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
。

　

最
終
的
な
自
己
負
担
額
と

な
る
毎
月
の
「
負
担
の
上
限

額
」
は
、
加
入
者
が
70
歳
以

上
か
ど
う
か
や
、
加
入
者
の

所
得
水
準
に
よ
っ
て
分
け
ら

れ
ま
す
。
70
歳
以
上
の
方
に

は
、
外
来
だ
け
の
上
限
額
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
高
額
に
な
り
そ
う

な
場
合
、
次
の
２
種
類
ど
ち
ら

か
の
手
続
き
に
よ
り
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

①
医
療
費
を
支
払
う
前
に
役
場

で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の

交
付
を
申
請
し
、
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
す
る
。

〇
事
前
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
医

療
費
の
支
払
い
額
が
自
己
負
担

限
度
額（
表
1
）に
変
り
ま
す
。

〇
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当

す
る
人
は
、
入
院
時
の
食
事
代

が
減
額
さ
れ
る「
限
額
認
定
証
」

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
印
鑑

※
70
歳
以
上
の
住
民
税
課
税
世

帯
に
該
当
す
る
人
は
高
齢
受
給

者
証
で
判
断
で
き
る
の
で
発
行

し
て
い
ま
せ
ん
。
発
行
可
能
か

ど
う
か
は
役
場
町
民
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
、

役
場
へ
高
額
療
養
費
の
申
請
を

す
る
。

　
〇
入
院
の
際
に
か
か
る
食
事
代

の
う
ち
、
自
己
負
担
分
を
超
え

た
費
用
は
保
険
者
（
市
町
村
）

が
負
担
し
ま
す
。

〇
支
払
っ
た
医
療
費
の
う
ち
、

自
己
負
担
限
度
額
（
表
１
）
を

超
え
た
分
が
払
い
戻
し
さ
れ
ま

す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
印
鑑

・
通
帳

・
対
象
月
に
か
か
っ
た
医
療
費

の
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト

※
高
額
療
養
費
に
該
当
し
そ

う
な
人
に
は
、
役
場
か
ら
受
診

数
ヶ
月
後
に
申
請
書
と
案
内
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

※
領
収
書
に
よ
り
支
給
額
を
決

定
す
る
た
め
、
必
ず
全
て
の
領

収
書
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

領
収
書
が
不
足
し
て
い
る
場

合
、
高
額
療
養
費
を
支
給
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
貸
付
基
金
と
は

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
申

請
し
な
い
ま
ま
受
診
し
、
支
払

い
が
困
難
に
な
る
ほ
ど
の
医
療

費
が
請
求
さ
れ
た
場
合
、
保
険

が
適
用
さ
れ
る
医
療
内
容
で
あ

れ
ば
「
高
額
療
養
費
貸
付
基

金
」
と
い
う
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

「
高
額
療
養
費
貸
付
基
金
」
制

度
と
は
、
医
療
機
関
か
ら
請
求

さ
れ
た
１
ヶ
月
の
医
療
費
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
高
額
療

養
費
が
発
生
す
る
場
合
、
本
来

医
療
費
を
支
払
っ
た
後
に
申
請

に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
「
高
額
療
養
費
」（
上
記
②
）

を
、支
払
う
前
に
一
部（
約
８
割
）

借
り
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
ご
利
用
の
際
は
事
前
に
役

場
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
印
鑑

と
医
療
費
の
請
求
書
を
持
参
の

う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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70 歳未満の方

区分 自己負担限度額 4回目以降

上位所得者 150,000 円 ＋ （医療費 － 500,000 円） × 1% 83,400 円
一般 80,100 円 ＋（医療費－ 267,000 円）× 1％ 44,400 円

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円

（表 1）高額療養費の自己負担限度額　（平成 26 年 12 月まで）

・上位所得者：国保税算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額の合計（世帯内の国保加入者全員の合計）

　が 600 万円を超える場合。

※所得の申告をしていない人は上位所得者扱いとなります。

・一般：上位所得者と住民税課税世帯以外の場合。

・住民税非課税世帯：世帯主とすべての国保加入者が住民税非課税世帯の場合。

※ 1 ヶ月に 21,000 円以上の支払いが複数ある場合は、合算して自己負担限度額を超えた分が高額療養

　費として払い戻されます。

※過去 12 ヶ月の間に、高額療養費該当月が 3 回以上ある人は 4 回目以降の限度額が引き下げられます。

70 歳から 74 歳の方

区分
自己負担限度額

外来のみ（個人ごとに計算） 外来＋入院
（世帯ごとに計算）

現役並み所得者 44,400 円 80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
※ 4回目以降 44,400 円

一般 12,000 円 44,400 円

低所得者
Ⅰ

8,000 円
24,600 円

Ⅱ 15,000 円

・現役並み所得者：国保加入者（70 歳から 74 歳）の住民税課税所得（収入額から必要経費や税の控除

　額を除いたもの）が 145 万円以上の方がいる場合

・低所得者Ⅱ：世帯主と国保加入者全員の住民税が非課税の場合

・低所得者Ⅰ：世帯主と国保加入者全員が住民税非課税で所得が 0 円となる場合

※上記の自己負担限度額は平成 27 年 1 月以降に変更になります。

変更内容については再度お知らせいたします。
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い
っ
ぺ
ぇ
来
る
。
そ
ん
じ
ょ
ぎ

は
黙
っ
て
ろ
よ
。
お
れ	

合
図

し
た
ら
ト
テ
コ
ッ
コ
～
ど
鳥
の

泣
き
ま
ね
し
ろ
。
そ
う
し
っ
と

鬼
達	

朝
ん
な
っ
た
大
変
だ
～

ど
っ
て
行
っ
ち
ま
ぁ
が
ら	

出

て
来
ぉ
よ
」
ち
ゅ
う
わ
げ
で
隠

れ
だ

　

あ
っ
つ
が
ら
も	

こ
っ
つ
が

ら
も
赤
鬼	

青
鬼	

宝
物
や
銭

え
っ
ぺ
ぇ
持
っ
て
お
堂
さ
集

ま
っ
た
ど
ぉ
。
酒
盛
り
し
て

唄
っ
た
り
踊
っ
た
り	

に
ぎ
や

か
に
な
っ
た
ら
ば
、
地
蔵
様
が

合
図
し
た
ん
だ
ど
。
ん
じ
ゃ
が

ら
じ
い
様「
ト
テ
コ
ッ
コ
ー
～
」

っ
て
真
似
し
た
ら
ば
、
鬼
だ
ぢ

あ
わ
で
で
「
あ
っ　

今
一
番
ど

り
鳴
い
だ
。
早
く
帰
ん
ね
ぇ
ど

人
間
来
っ
と
大
変
だ
」
鬼
帰
る

支
度
し
た

「
ト
テ
コ
ッ
コ
ー
～
」
ち
ゃ
せ

だ
ら
鬼
達
は

「
そ
う
れ
二
番
ど
り
だ
ぁ	

三
番

ど
り
鳴
け
ば
夜
が
明
け
る
。
人

間
様
来
ん
ぞ
ぉ
」
ち
ゅ
う
ど
大

急
ぎ
で
宝
も
な
に
も
か
も
置
い

で
逃
げ
っ
つ
ま
っ
た
ど
ぉ
。
し

た
ら
ば
地
蔵
様
が

「
爺
さ
ん	

は
ぁ	

さ
す
け
ね
ぇ

Open Space
　

あ
っ
た
～
ど
ぉ
。
む
か

し	

じ
い
様
ど
ば
あ
様
ど
居
だ

ど
ぉ
。

じ
い
様
は
、
ば
あ
様
の
こ

し
ゃ
っ
た（
じ
ね
ぇ
ー
だ
ん
ご
）

背
負
っ
て
っ
た
ど
ぉ
。
山
さ
着

ぐ
ど
し
ぇ
ん
け
ん
に
仕
事
し
て

「
さ
て
中
飯
だ
。
ば
ぁ
の
だ

ん
ご	

ご
っ
つ
ぉ
に
な
っ
か
」

ち
ゅ
っ
て
包
み
広
げ
だ
ら	

コ

ロ
コ
ロ	

コ
ロ
コ
ロ	

だ
ん
ご
が

こ
ろ
げ
で
っ
た
ど
ぉ
。

「
だ
ん
ご
殿	

だ
ん
ご
殿	

ど
ご
ま

で	

ど
ご
ま
で
」
追
っ
か
け
だ

ら	

だ
ん
ご
殿
は
「
せ
ん
ぞ
の

宮
ま
で	

こ
け
ら
ぞ
う
の
堂
ま

で
」
っ
て	

こ
ろ
げ
ん
だ
ど
ぉ

「
だ
ん
ご
殿	

だ
ん
ご
殿	

ど
こ
ま

で	

ど
こ
ま
で
」「
せ
ん
ぞ
の
宮

ま
で
こ
け
ら
ぞ
う
の
堂
ま
で
」

っ
て	

転
ん
で
行
っ
た
ど
ぉ
。

し
た
ら	

下
の
方
に
古
ぼ
け
た

お
堂
が
あ
っ
て
、
地
蔵
様
が

や
っ
た
け
ど
。
そ
し
て
地
蔵
様

が
そ
の
だ
ん
ご	

く
っ
ち
ま
っ

た
だ
ど
ぉ
。

「
や
ん
だ	
や
ん
だ	

地
蔵
さ
ん
、

そ
の
だ
ん
ご
は
俺
の
中
飯
だ
が

ら
返
し
て
く
ろ
ぉ
」

「
お
お	

悪
い	

く
っ
ち
ま
っ
た

が
ら	

と
で
も
返
す
よ
う
ね
ぇ
。

今
晩
俺
ん
ど
ご
さ
泊
ま
っ
て
ぐ

ど
、
お
め
ぇ
に	

良
い
も
の
く

れ
で
や
る
、	

泊
ま
っ
て
げ
ぇ
」

そ
う	

言
っ
た
ど
ぉ

「
ん
じ
ゃ
泊
ま
ん
べ
ぇ
」
ち
ゅ

う
た
ら
、
地
蔵
様	

だ
ん
だ
ん

暗
ぐ
な
っ
た
が
ら

「
爺
さ
ん	

そ
ご
さ
居
だ
で
は
駄

目
だ
。
俺
の
衣
の
陰
さ
か
ぐ
い

よ
」
そ
し
て

「
い
い
が
ぁ	

暗
ぐ
な
っ
て
く
っ

と
、
こ
こ
さ
赤
鬼	

青
鬼	

鬼
達

元
話

　

西
方
に
て
（
話
者
不
明
）

再
話

　

五
十
嵐
七
重
さ
ん
（
西
方
）

だ
ん
ご
ど
の

第
44
話
民
話

ぞ
。	

こ
れ
鬼
の
置
い
で
っ
た

宝
み
な
に
し
さ
や
る
わ
。
な
ぁ

に
鬼
の
が
ん
だ
が
ら
、
遠
慮
し

ね
ぇ
で
持
っ
て
げ
」

　

い
や
は
や
爺
さ
ん
は
大
喜
び

で
も
っ
て
か
え
っ
た
ど
ぉ
。
ば
あ

様
も
大
喜
び
、
二
人
ん
じ
ぇ
喜

ん
で
だ
ら
、
隣
の
悪
い
爺
さ
ん

と
ば
あ
様
が
聞
き
付
け
て

「
よ
し
っ	

爺
さ
ん	

お
ら
ん
つ

も	

ん
じ
ゃ
ぁ	

行
っ
て
宝
物
も

ら
っ
て
来
ぉ
」
ち
ゅ
う
わ
げ
で

山
さ
行
っ
て	

だ
ん
ご	

転
ば
し

て
も
転
ば
ね
ぇ
。
無
理
矢
理
こ

ろ
ば
し
て

「
だ
ん
ご
ど
の	

ど
ご
ま
で
～
」

言
っ
て
も
転
ば
ね
ぇ
。
仕
方

ね
ぇ	

け
っ
と
ば
し	

け
っ
と
ば

し
て
っ
て
地
蔵
様
の
口
さ
ム
リ

ム
リ
入
れ
て	

食
わ
せ
だ
ど

「
何
だ
ぁ	

地
蔵
様	

だ
ん
ご

食
っ
た
な
。
早
く
食
っ
た
だ
ん

ご
返
し
て
く
れ
」
た
ら
、
地
蔵

様「
い
や
話
が
違
う	

お
ら
は
食
い

だ
ぐ
ね
ぇ
の
に	

お
め
ぇ
は
ム

リ
ム
リ
口
ん
中
さ
お
っ
こ
め
だ

だ
。
返
す
よ
ね
ぇ
な
ぁ
」

「
ほ
う
～	

そ
う
だ
っ
た
ら
今
夜	

俺
ん
ど
ご
泊
め
て
み
ろ
。
昨
日

の
じ
い
様
さ
や
っ
た
よ
う
に

や
っ
て
み
ろ
ぃ
」
な
ん
て
威

張
っ
て
ん
だ
ど
ぉ
。
地
蔵
様
は

仕
方
な
く
て	

陰
の
方
さ
隠
し

て
や
っ
た
が	

赤
鬼	

青
鬼	

い
っ

ぱ
い
出
て
来
た
ら
、
地
蔵
様
の

合
図
な
の
待
っ
ち
ぇ
ら
ん
に
ゃ

く
て
「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
～
～

夜
が
明
け
た
ぁ
～
」
た
ら	

鬼

達
が
「
い
や	

一
番
鳥
の
は
ず

ね
ぇ
。今
来
た
ば
っ
か
し
だ
に
、

は
ぁ
っ
か
ら
鳴
く
は
ず
ね
ぇ
。

そ
ご
ら
に
誰
が
わ
っ
さ
し
て
ん

だ
べ
ぇ
」
っ
て	

捜
さ
っ
ち
ゃ

だ
ど
ぉ
。
そ
う
し
た
ら
ば
地
蔵

様
の
衣
の
陰
で	

悪
い
じ
い
様

め
っ
か
っ
た
だ
ど
ぉ
。

　

い
や
は
や	

よ
ぐ
よ
ぐ
鬼

に
ひ
で
ぇ
目
に
あ
あ
せ
ら
っ

ち
ぇ
、
泣
き
泣
き
も
ど
っ
た

ど
ぉ
。

　

ざ
～
っ
と	

む
か
し
さ
け
ぇ

も
う
し
た
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三
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

三
浦
健
太
郎

こ
ん
に
ち
は
。
協
力
隊
で
す
。

　

10
月
12
日
「
桐
の
里
町
民
運

動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
も
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
や
は

り
参
加
者
は
若
い
方
が
少
な
い
た

め
、
競
技
も
お
年
寄
り
や
子
供
向

け
の
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
テ
ー
マ
を
「
健
康
・
交
流
」

と
し
て
い
る
よ
う
に
参
加
す
る
人

に
合
わ
せ
る
の
は
必
然
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
個
人
的
に
は「
運

動
会
」
と
し
て
少
し
物
足
り
な
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、「
運
動

会
」
と
い
う
も
の
に
「
競
争
」
の

要
素
を
求
め
て
し
ま
っ
て
い
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
学
校
の
運
動
会
で

も
あ
ま
り
順
位
を
つ
け
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
話
も
ニ
ュ
ー

ス
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
よ
く
聞
き
ま

す
。
し
か
し
私
個
人
と
し
て
は
、

勝
敗
や
順
位
を
「
競
争
」
す
る
こ

と
で
、
参
加
す
る
人
も
よ
り
真
剣

に
競
技
に
参
加
で
き
、
見
て
い
る

人
も
応
援
の
し
が
い
が
あ
っ
て
盛

り
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ

こ
で
盛
り
上
が
る
の
は
個
人
競
技

よ
り
も
団
体
競
技
だ
と
思
い
ま
す

し
、
そ
う
考
え
る
と
当
て
は
ま
る

の
は
や
は
り
地
区
対
抗
の
リ
レ
ー

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

運
動
会
後
の
慰
労
会
で
も
話
題

に
な
り
ま
し
た
が
、
三
島
町
で
も

か
つ
て
は
リ
レ
ー
も
行
わ
れ
て
い

た
そ
う
な
の
で
、
何
と
か
復
活
で

き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
な
る
べ
く
多
く
の
地
区
が

参
加
で
き
、
ま
た
不
公
平
に
な
ら

な
い
よ
う
な
制
限
や
ル
ー
ル
づ
く

り
も
必
要
に
な
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
や
は
り
リ
レ
ー
は
運
動
会
の

花
形
競
技
で
見
た
い
人
も
多
い
と

思
う
の
で
、
来
年
の
運
動
会
で
実

現
し
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

か
な
り
個
人
的
な
意
見
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
リ
レ
ー
に

限
ら
ず
他
の
競
技
で
も
、そ
う
い
っ

た
「
競
争
」
の
要
素
を
も
っ
と
加

え
ら
れ
た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。

Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと
◦利用時間 ㊊～	㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599

365日出会う大自然

森に住む動物
飯島 正広 著
誠文堂新光社

　日本の森に住む動物たちを、生態、

住んでいる環境などに視点をあて、

興味深い記事で紹介しています。

　よく知られている動物の意外な行

動や不思議な暮らしぶりの一面をた

くさんの写真で見ることができます。

ともだちは海のにおい
工藤 直子　作
長 　新太 絵
理論社

　広い海で出会ったくじらといるか。少しずつ

お互いを知りながら、かけがえのない友だちに

なっていく。

　大人にもおすすめしたいユーモアと哀愁あふ

れる友情物語。

教室はまちがうところだ
薪田 晋治　作
長谷川 知子　絵
こどもの未来社

　まちがったていい。教室ではずかしがることは

ない！何度もまちがえて正しいことを覚えていけ

ばそれでいい！

夢ポケットからのお知らせ
・あづま号から本をたくさん借りました。ぜひご

利用してください。

・返却期限が過ぎている本は、他の利用者の方

のためにも速やかに返却してください。

2014.1113 広報みしま
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お 知 ら せ の ペ ー ジ

会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空 き 巣 ね ら い 8 2
忍 び 込 み 7 3
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗
自 転 車 盗 12
自 販 機 ね ら い
車 上 ね ら い 1
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 2
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 31 5
全 刑 法 犯 92 8

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～9月）

三島町での刑法犯（9 月）1件
平成 26年

「なりすまし電話」の分析結果
　県内において、警察に届けられた

「なりすまし詐欺の予兆電話（なりす
まし電話）」を分析結果、下記の特徴
が明らかになりました。参考にして被
害に遭わないようにしてください。

◎「なりすまし電話」は平日に多い
◎平日午後 5時以降に、息子等を
　名乗る要件のない電話は詐欺
◎平日午前中に、「警察だ。現金を
　引き出して」という電話は詐欺

「息子等なりすまし」の特徴
　午後 5 時以降に「風邪を引いて声が

変わった」「電話番号が変わった」「書

類が届いてないか」「また明日電話する」

等と告げ、何の電話だったのか一晩心

配させ、その翌日に「実は、会社の金

を使い込んでしまった。助けてほしい。」

などと金を要求する。

「警察官なりすまし」の特徴
　詐欺犯人が預金を狙っているとだま

し、「今日中に預金を引き出して」など

と急がせ、その日のうちに現金をだまし

取ろうとする。

平成 26年分
年末調整説明会開催

　間もなく年末調整の時期を迎えま
すので、下記の日程で年末調整の説
明会を実施します。
▶対象者
　町内の法人及び個人事業者

▶日　時　11月17日㊊
　＜受　付＞13：00～
　＜説明会＞13：30～ 15：15

▶場　所　三島町町民センター

問会津若松税務署　法人課第一部門
☎ 0242（27）4311

会津若松税務署から 『もういいかい
火を消すまでは
まあだだよ』

秋季全国火災予防運動

　火災の起こりやすい季節です。10
の心得を守り、火災を絶対に起こさ
ないようにしましょう。
◆住宅火災予防10の心得
①調理中は、コンロから離れない。
②寝たばこは絶対しない。
③ストーブの周りに物を置かない。
④家の周りを整理整頓する。
⑤ライターやマッチは子どもの手の
　届く場所に置かない。
⑥コンセントの掃除を心がける。
⑦住宅用火災報知器を全ての居室・
　台所・階段に設置し定期的な作
　動確認を実施する。
⑧寝具類やエプロン・カーテンなど
　は防火品にする。
⑨万が一に備え、消火器を設置し
　使い方を覚える。
⑩ご近所同士で声を掛け合い、火
の用心に心がけましょう。
問会津坂下消防署 三島出張所
　☎（52）3032

NTT 東日本の電話帳を
発行します

　NTT 東日本では、12 月中に順次、
新しい福島県版の電話帳を各ご家庭
や事業所へお届けします。現在お使
いの電話帳は、お届けの際に回収し
ますので配達員へお渡しください。
　なお、ご不在で配達員に電話帳を
渡せなかった場合、下記のタウンペー
ジセンタまでご連絡いただければ、
後日、改めて回収にお伺いします。
▶タウンページセンタ
☎0120-506-309（平日9：00～17：00）

会津大学短期大学部
公開講座のお知らせ

「子どものための味覚教室」
◆日時　11 月 22 日㊏
　　　　13：30 ～ 15：00

◆講師　千葉大学教育学部
　　　　教授　石井克枝 氏

◆場所　会津大学短期大学部 310 教室
（会津若松市一箕町大字八幡門田 1-1）

【申込方法】
　電話・FAX・メールで 11 月 18 日
㊋までに下記問い合わせ先にお申込
みください。
問会津大学短期大学部
地域活性化センター
☎ 0242（37）2300　FAX 0242（37）2412

税理士会による
税の無料相談

　毎年 11 月 11 日から 17 日は、「税を
考える週間」です。これに合わせ、東
北税理士会会津若松支部では「税の
無料相談」を実施します。予約は不
要です。税に関してのご質問ご相談
は、ぜひこの機会をご利用ください。
◆日時　11 月17 日㊊ 13：00 ～ 16：00
◆場所　会津アピオスペース 2 階
　　　　（会津若松市インター西 90）
◆相談員　東北税理士会
　　　　　会津若松支部税理士
問東北税理士会 会津若松支部
　☎ 0242（22）5287
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自衛官採用試験のご案内

詳しくは下記までお問い合わせください。
問自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所　　会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1　☎ 0242（27）6724

採用種目 資　格 受付期間 日　時

高等工科
学校生徒

推薦
男子で中卒（見込み含）17 歳未満の成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な成績
を納め学校長が推薦できる者

平成 26 年 11 月 1 日㊏～

平成 26 年 12 月 5 日㊎

平成 27 年 1 月 10 日㊏～

平成 27 年 1 月 12 日㊊

一般 男子で中卒（見込み含）17歳未満の者
平成 26 年 11 月 1 日㊏～

平成 27 年 1 月 9 日㊎

平成 27 年 1 月 24 日㊏

（1 次）

予備
自衛官補

一般 18歳以上34歳未満の者
①平成 27 年 1 月 8 日㊍～

平成 27 年 4 月 2 日㊍

②平成 27 年 7 月 1 日㊌～

平成 27 年 9 月 19 日㊏

①平成 27 年 4 月 11 日㊏～

平成 27 年 4 月 15 日㊌

②平成 27 年 10 月 3 日㊏～

平成 27 年 10 月 6 日㊋
技能

18歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により53歳未満～55歳未満の者）

会津職業能力開発促進センター
訓練生募集のお知らせ

◆コース名
「建築 CAD リフォーム技術科」

◆募集締切
　11月14日㊎～12月11日㊍まで
◆定員　18人

◆訓練期間

　平成 27年 1月 6日㊋～
　平成 27年 6月29日㊊まで
◆対象者
　公共職業安定所に求職登録されて
いる方で、職業訓練の受講が望まし
いと判断された方。

◆受講料　無料

◆選考日　平成 26年 12月15日㊊

※施設見学会（キャリアアップガイダ

ン ス）を11月10日 ㊊、25日 ㊋、12 月

8 日㊊の 9：30 ～ 12：30 に行います。

詳細は下記お問い合わせ先までご連

絡ください。

問会津職業能力開発促進センター
☎ 0242（26）0520 FAX 0242（26）1585

平成26年度ふくしま大卒等
合同就職面接会を開催します

　平成 27 年 3 月大学等を新規卒業

予定の方、平成 24 年 3 月以降に卒

業して、現在就職活動をしている方

を対象に、正社員で雇用する計画の

ある県内企業との面接会を開催しま

す。ぜひご参加ください。

◆日　程　11月 26日㊌
　オリエンテーション 12：30 ～ 12：50

　事業所PR タイム 12：50 ～ 13：50

　合 同 就 職 面 接会 14：00 ～ 16：00

◆場　所　ビッグパレットふくしま
　　　　　Ｂ・Ｃホール

　　　　（郡山市南 2 丁目 52）

◆企　業　県内企業約 100 社予定

◆その他　
・事前申し込み不要です。

・参加企業は 1 週間前までに福島労

働局ホームページ上で公開します。

問福島労働局職業安定課

　☎ 024（529）5396

テクノアカデミー会津
在職者訓練のお知らせ

◆コース名
テクノセミナー「販売士検定受験対策」

◆内容　
　販売士検定３級の合格を目指す

◆日時　12 月1日㊊・2日㊋・4日㊍
　　　　5日㊎・8日㊊（5日間）　
　　　　16：30～ 19：30

◆費用　受講料 3,700 円
　　　　テキスト代 1,620 円

◆場所　テクノアカデミー会津

◆定員　10人

◆申込締切　11 月 14 日㊎

◆申込方法
　受講申込書に記入し、下記住所へ
郵送、持参、もしくは FAX で送信し
てください。

（「受講申込」は、本校ホームページ
http://www.tc-aizu.ac.jp/ からダウン
ロードしたものをお使いください）

問テクノアカデミー会津
〒 965-3527 喜多方市塩川町御殿場 4-16
☎ 0241（27）3231　FAX 0241（27）3312

15 広報みしま
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1_ 地区が団結して戦った綱引き（写真は
大登地区の皆さん）　2_ 個人種目の「輪投
げオリンピック」3_ 綱引きの決勝戦は西
方と桧原が競い西方に軍配が上がった　
4_ 今年から地区対抗戦になった玉入れ　
5_ 町外からも多数の方が参加した（町民
記者の佐々木邦雄さん撮影）6_ 若手が活
躍した桧原地区の長縄跳び

桐 の 里 町 民 運 動 会
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　行政相談員の小柴ヨシノさん（西方）が、総務大

臣表彰を受賞しました。

　小柴さんは平成9年に行政相談員となり、町婦人

会長などの経験を生かし、巡回相談や積極的な広報

活動を行ってきました。

　それらの功績が認められ、10月4日東京都のグラ

ンドプリンスホテル高輪で表彰状が授与され、10月

16日に町長室を訪れ、二瓶町長に受賞の報告をしま

した。
総務大臣表彰の受賞報告をする小柴ヨシノさん

小柴ヨシノさんに総務大臣表彰
2014.10.16

　三島町固定資産評価審査委員に目黒忠昭

さん（滝谷）が再任され、10月1日、二瓶

町長から委嘱状が交付されました。

　固定資産評価審査委員は、固定資産の評

価額に関する不服の審査を中立的な立場で

行います。任期は3年間です。

固定資産評価委員に
目黒忠昭さんが再任

2014.10.1

▶国民健康保険税　　　　第 4期

▶介護保険料　　　　　　第 4期（普通徴収）

▶後期高齢者医療保険料　第 4期（普通徴収）

11月の納税 納期限　12月1日

　　

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会への寄附

ご遺志によるもの

坂　内　賢　一　様（宮　下）

五十嵐　信　一　様（早　戸）

齋　藤　賢　弘　様（宮　下）

一般の寄付

福島県民共済生活協同組合

二　瓶　嘉　男　様（会津若松市）

二　瓶　　　満　様（東 京 都）

ふるさと納税
（町へのご寄附）

2014.1117 広報みしま



▪
発

行
　

三
島

町
　

▪
編

集
　

三
島

町
役

場
地

域
政

策
課

〒
969-7511

福
島

県
大

沼
郡

三
島

町
大

字
宮

下
字

宮
下

350　
☎

0241（
48）

5533
▪

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.tow
n.m

ishim
a.fukushim

a.jp
▪

印
刷

　
北

日
本

印
刷

株
式

会
社

N
ovem

ber 2014
▪

発
行

　
三

島
町

　
▪

編
集

　
三

島
町

役
場

地
域

政
策

課
〒

969-7511
福

島
県

大
沼

郡
三

島
町

大
字

宮
下

字
宮

下
350　

☎
0241（

48）
5533

▪
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.m
ishim

a.fukushim
a.jp

▪
印

刷
　

北
日

本
印

刷
株

式
会

社

広
報

み
し

ま
11

月
号

（
第

260
号

）
平

成
26

年
11

月
7

日
発

行（
毎

月
第

1
金

曜
日

発
行

）
11

縄文の工房と戦国山ノ内氏の城館

三島町交流センター山びこ
福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上 418

http://www.yuruibata.jp/
☎ 0241（52）2165

　三島町には縄文時代の遺跡、そして戦国時代にこの地で活躍した山ノ内一族に縁のある遺
跡が多くあります。
　本企画展では、これまで触れる機会のあまりなかった町内の出土遺物を一挙に公開します。

開館時間▶午前9時から午後5時まで（最終入館午後4時 30分）
入 場 料▶町民無料▶町民外＝大人300円、65歳以上150円▶高校生以下無料

11 月 1日㊏～ 11月 24日㊊
休館日＝ 11 月 10 日㊊、17 日㊊

展示遺跡
◉縄文
荒屋敷遺跡（荒屋敷）・佐渡畑遺跡（川井）・中際遺跡（大谷）・入間方遺跡（間方）
稲荷原遺跡（西方）・銭森遺跡（西方）・大石田居平遺跡（大石田）・小和瀬遺跡（桧原）

◉中世
上ノ山遺跡（宮下）・下館遺跡（西方）・元屋敷遺跡（西方）

三島の遺跡展三島の遺跡展
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